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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成１５年５月１６日に公表した業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 16 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

（平成１５年５月１６日発表） 

  20,000    20     0  

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   18,407  △ 173     △ 254  

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 1,593 △ 193   △ 254   

増 減 率 （ ％ ）    △7.9%  －    －  

【ご参考】 

前期（平成 15 年 3 月中間期）実績 

 

19,627 

  

38 

  

21 

 

       

【ご参考】 

平成 16 年 3 月期通期の業績予想 

（平成１５年５月１６日発表） 

 

41,500 

  

120 

  

80 

 

【ご参考】 

前期（平成 15 年 3 月期）実績 

 

40,790  

  

170 

  

67 

 

 

２．修正の理由 

  当中間期の情報サービス産業は、ＩＴ投資の抑制と受注獲得競争の激化に伴う低価格化傾向が

依然として引続いております。このような状況下、ソフト・サービスを中心としたソリューショ

ンサービスに重点をおいた早期の受注獲得に取組んでまいりましたが、当中間期の売上高に結び

つく受注高の不足から売上計画を下回る結果となり、売上高は184億円、経常利益は173百万円の

損失となりました。また投資有価証券売却益7百万円を特別利益に、繰延税金資産の一部取崩70

百万円を計上した結果、当期純利益は254百万円の損失と前回発表額を下回る見込みであります。 

なお、通期の見通しについては、前回発表いたしました業績予想と変更はありません。 

                                      以 上 


